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心躍る夏　―記憶に残る一日に―
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人のうごき（６月30日現在）

総人口

　１０，１９１人　男 4,893人／女 5,298人

前月比

　－１４人　　　　　男 －9／女 －5

　○出生　　 ７人 　○死亡　　18人
　○転入　　30人 　○転出　　32人

総世帯数

　４，４２５世帯　　前月比　－８

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

７月23日（日）開催のあゆ
まつりで行われた「子どもみ
こし」。子どもたちは、４年
ぶりにみこしを担ぎ、夏の暑
さを吹き飛ばす威勢のいい掛
け声で商店街を練り歩きまし
た。沿道では、地域の人など
がはやしたて、子どもと大人
が一緒になって祭りを盛り上
げる姿が印象に残りました。
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甲佐の夏の風物詩甲佐の夏の風物詩

第 72 回あゆまつり第 72回あゆまつり
　７月 23日（日）市街地および中甲橋グリーンパークほかで「第 72回あゆまつり」　７月 23日（日）市街地および中甲橋グリーンパークほかで「第 72回あゆまつり」
が開催されました。が開催されました。
　盆踊り大会、アユのつかみ取り大会は４年ぶりに開催。ステージイベントや子ども　盆踊り大会、アユのつかみ取り大会は４年ぶりに開催。ステージイベントや子ども
みこし、ラストを彩る花火大会など数多くのイベントが実施され、町内外から訪れた、みこし、ラストを彩る花火大会など数多くのイベントが実施され、町内外から訪れた、
大勢の人たちの活気であふれた１日となりました。大勢の人たちの活気であふれた１日となりました。

3 広報 こうさ 2023.8
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3 広報 こうさ 2023.8

１_開会セレモニーで行われた龍神太鼓の演奏　２、金魚すくいを楽しむ子どもたち
３_ウルトラマンからバルーンアートをもらう子どもたち　４_市街地を浴衣姿で歩く
子どもたち　５_祭りに訪れた人たちでにぎわう市街地　６_「子どもみこし」で優勝
した緑町区子ども会　７_泳ぎ回るアユと奮闘する子どもたち　８、16_ 祭りに訪れた
人たちでにぎわう中甲橋グリーンパーク　９_盆踊りに参加した甲佐高校の生徒たち　
10_ 盆踊りを踊る甲佐町商工会女性部の皆さん　11_096k 熊本歌劇団の華やかな演舞
12_ 一夜限りの復活公演を行う小巻組　13_「竹あかり」の前で思い出を残す来場者
14_ 甲佐高校と松橋西支援学校上益城分教室の生徒たちが作った竹あかり　15_ あゆ
まつりのフィナーレを飾った花火
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ト ピ ッ ク ス

多くのボランティアが復旧作業支援
「熊本甲佐総合運動公園」大雨で土砂流入

▲泥かきを行う「サンズ甲佐」と「フレグラント熊本」の子どもたち ▲町内外から駆け付けたボランティア

▲大雨による浸水害で、人工芝がはがれた熊本甲佐総合運動公園サッカー場
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水辺の事故を防ぐために
　近年、全国で局地的な集中豪雨が多発し、これに伴う河川水位の急な上昇に
より痛ましい事故の発生も報道されています。
　夏は、海、川、プールといった水の近くでの活動が増え、甲佐町でもアユ釣
りや河川敷で遊ぶ子どもたちの姿が見られます。ケガや事故で楽しい夏を台無
しにせず、みんなで楽しく無事に、暑い夏を乗り越えましょう！

　「遊泳禁止」もしくは「危険」などの看板が設置されて
いる場所では、「水温が低いなど温度差が大きい」、「藻が
茂っていて、絡みやすい」、「急に深くなる」などの危険
個所があります。
　海や川、池などでは水面上からは分からない危険がた
くさんありますので、遊泳禁止の場所では絶対に泳がな
いようにしましょう。

遊泳禁止の場所では泳がない

　海や川などの特徴を理解し、水の事故につながりやす
い危険な場所などを知っておくことが重要です。
海では…岸に近い場所でも、沖へ流れる早い潮の流れが
　　　　急に発生して沖に流されたり、同じ場所であっ
　　　　ても潮の満ち引きや天候などで流れが変化した
　　　　りします。
川では…上流での集中豪雨やダムの放流などで急に増水
　　　　し、深さや流れの早さが変わることもあります。

海や河川だけに限りません
身近な場所にも危険は多くあります

　用水路やため池などに誤って転落する事故もあります。
特に雨が降っている日や、前日に雨が降った日などは、
水辺には近づかないようにしましょう。
　水がない場所においても、斜面やぬめりなどにより足
を滑らせて転落するケースもあります。

危険につながる情報や知識を把握

水の事故を防ぐ基本的な注意事項 　保護者の皆さんへお願い
・危険な場所で、子どもだけでの水遊び
　をさせないようにご注意ください。
・お子さんと危険個所の確認を行うなど、
　命を守る行動がとれるようにご指導く
　ださい。
・命の大切さについて、家族で話す機会
　を設けましょう。

健康状態を把握！
飲酒状態でのレジャー厳禁

　体調がすぐれない状態で泳いだりする
と、事故につながる危険性が高くなりま
す。適度に休憩を取り、長時間の遊泳は
やめましょう。
　遊泳中の事故では、飲酒をした場合と
飲酒をしなかった場合とを比較すると死
亡率は約２倍となっており、飲酒後の遊
泳における事故が後を絶たちません。注
意事項を守って海水浴を楽しみましょう。
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▲古城和人県央広域本部土木部長（左）に要望書を手渡す奥名克美町長 ▲少年補導栄誉金賞を受賞した本田和登さん

▲本町に寄附した未来創造株式会社の松永代表取締役（左）と奥名町長

　6月13日（火）県央広域本部で、主要地方道宇土甲
佐線の道路改良について、県に対し町が要望を行いま
した。同線の乙女橋左岸側下流付近の未整備区間は通
学路として多くの自転車通学者が利用している県道で
すが、道路幅員が狭く自転車も車両も安心して通行す
ることが困難な状況にあることから、同区間の道路改
良について早急な整備を町から県に要望しました。

安全のために県道改良を
宇土甲佐線の道路改良を県に要望

　６月26日（月）東京グランドアーク半蔵門で全国
少年警察ボランティア協会の表彰式が行われ、本田和
登さん（中横田区）が少年補導栄誉金賞を受賞しまし
た。本田さんは、35年以上にわたる青色回転灯車両
による防犯パトロールや、竹細工作製活動を通した地
域住民との交流で青少年の非行防止や健全育成に貢献
したことなどで評価されました。

安全安心な暮らしを支える
令和５年度少年補導功労者表彰

　６月16日（金）町本庁舎で昨年末に本町へ寄附い
ただいた未来創造株式会社（熊本市・松永浩司代表取
締役）に感謝状が贈られました。同社の企業版ふるさ
と納税制度による本町への寄附は、昨年に続き２回目。
感謝状を手渡した奥名克美町長は「本町の地域活性化
および地方創生を推し進めていくために大切に使いた
い」と感謝の言葉を述べました。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

こうさ の 話題

▲甲佐神社の境内で茅の輪づくりを行う参加者の皆さん

　６月29日（木）上揚の甲佐神社で、夏越しの大祓
いを前に、地域住民９人が茅の輪づくりに汗を流しま
した。夏越しの大祓いは、１年の半分が過ぎる６月末
に行われ、茅の輪をくぐることで半年分のけがれを落
とし、夏本番を無事に過ごせるよう無病息災を願うも
の。地域住民らは、町内で集めたカヤを編み、直径約
２. ５㍍の茅の輪を完成させました。

無病息災を願う
「夏越しの大祓い」茅の輪づくり

8広報 こうさ 2023.8
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こうさの旬な情報を発信！

▲全九州高等学校ソフトテニス競技大会に出場した内田選手（右）

　７月２日（日）長崎県で開催された第76回全九州
高等学校ソフトテニス競技大会に内田温香選手（熊本
工業高校３年・下横田区）が出場しました。内田選手
は「納得のいく結果ではありませんでしたが、自分の
力は発揮できたと思います。大歓声の中、大きな舞台
で試合ができたことはとても良い経験になりました」
と話しました。

本町の選手が九州大会に出場
第76回全九州高等学校ソフトテニス競技大会

▲商品を勧める県立松橋西支援高等部学校上益城分教室の生徒たち ▲メッセージ伝達式に訪れた上益城地区保護司会御船分会の一行

　７月15日（土）アタックス サエラ店（豊内）で県
立松橋西支援高等部学校上益城分教室の生徒による作
業製品の販売会が開催されました。生徒たちが作業学
習で作った製品を販売し接客や地域住民と交流するこ
とを目的に同学校が主催。同学校の工芸班が作った革
製品やはがき、農耕班が育てたマリーゴールドやタマ
ネギなどが店頭に並びました。

作業製品の販売会を開催
地元スーパーが販売協力

　７月11日（火）「第73回社会を明るくする運動」のメッ
セージ伝達式が行われました。同運動は、犯罪や非行の防止
と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、明るい社会
を築くことを目的として、全国で展開。上益城地区保護司会
御船分会（服部秀月会長）の一行は、町役場で師富副町長に
内閣総理大臣および県知事のメッセージを伝達しました。伝
達式後、同会は上益城郡内を巡回し、啓発活動を行いました。

明るい社会を目指して
第73回社会を明るくする運動

▲くまモンと一緒に甲佐を売り込む町企画課の橋本風花主事

　７月１日（土）福岡県で行われた「熊本移住祭～開幕
の陣～」に町職員が参加し、本町の魅力をアピールしまし
た。本事業は、県内の市町村の移住担当者と地方移住への
関心が高い都市部の住民が交流する目的で県が主催。今年
度は、年間を通して移住相談会を全12回開催予定で、第
１回目となる今回は、10市町村によるＰＲやトークイベ
ント、参加者とのフリー交流会などが行われました。

福岡で本町の魅力を発信
熊本移住祭～開幕の陣～が開催

9 広報 こうさ 2023.8
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　甲佐町フィットネスセンターでは、
８月12日（土）に甲佐町総合福祉
センター「鮎緑」で「姿勢改善ヨ
ガ」教室を開催します。ぜひこの機
会に、姿勢を見直してみませんか？

●姿勢改善　
チェアヨガ
　椅子を使っ
たヨガを実施
します。教室
時間は、午前
10時30分 か
ら 午 前11時
30分 で す。

柔軟性を向上させたい人、初心者の
人も大歓迎です。（定員：15名　参
加料金：550円）
●大人のための姿勢改善ヨガ
　マットを使用したヨガを実施しま
す。教室時間は午後１時から午後２
時です。自重で「体幹筋力」や「バ
ランス能力」を向上させ、姿勢を整
えていきます。（定員15名　参加料
金：550円）
　参加は、甲佐町フィットネスセン
ターへ電話で予約ください。定員に
達し次第、受付を終了しますので、
お早めに予約ください。

Health
白石 恵介 さん

( 主任介護支援専門員 )健康だより

認知症に関するお悩みの解決を図る相談会を開催しています

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲甲佐町フィットネスセンターで実施する
「ヨガ教室」にぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
身体とココロを整える姿勢改善ヨガ！

今月の紹介者

　甲佐町では、「認知症についての相談会」と「家族のつ
どい」を開催しています。
　認知症は誰にでも起こりうる「脳の病気」です。正し
い知識や理解をして、安心して暮らせる社会にしていく
ために本人や家族が、認知症の専門医や相談員に相談で
きる良い機会です。「認知症って、どういう病気？」、「い
つ、どこの病院へ受診したら良いのかわからない」、「家
族以外には相談出来ない」などのお悩みのある人は町福
祉課までご連絡ください。相談には、事前予約が必要で
す。
●「認知症についての相談会」と「家族のつどい」
　熊本県認知症疾患医療センターの相談員と町福祉課の
職員が、町役場で相談者の悩みに助言や提案を行います。
家族のつどいでは認知症疾患を持つ家族同士が体験談や
悩みについて話し合います。

　熊本県認知症疾患
医療センターとは、
県が認知症の専門相
談の充実などを目的
に 指 定 し た12の 医
療機関で、上益城地
域 で は、 益 城 病 院

（益城町）に設置されています。
●開催日時
・毎月の第３水曜日は「認知症についての相談会」
・奇数月の第３水曜日は「認知症についての相談会」と
　あわせて「家族のつどい」
・時間は午後１時30分～午後３時まで
※事前予約が必要です。町福祉課までご連絡ください。
●会場
　町役場庁舎・１階会議室
※受付は町福祉課です。
●対象者
　認知症に関してお悩みの人、家族、支援者
●熊本県認知症（若年性認知症）コールセンター
　県では、認知症に関する悩みや心配事の相談窓口を設
置しています。熊本県認知症コールセンター（☎ 096-
355-1755）では、介護の専門職や家族介護の経験者が
相談をお受けしていますので、認知症のことで困ったら、
どんな小さいことでも、悩まず気軽にご相談ください。
受付時間：午前 9 時～午後 6 時

●お問い合わせ先
　甲佐町地域包括支援センター
　（町福祉課内）
　☎096-234-1114
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●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

２日（水） 　身体測定（身長・体重）
４日（金） 　親子で読書
７日（月） 　お祭りごっこ（要予約）
９日（水） 　水遊び
14日（月） 　開放日
16日（水） 　水遊び
18日（金） 　しゃぼん玉遊び
21日（月） 　製作
23日（水） 　おやつ作り（要予約）
25日（金） 　水遊び
28日（月） 　園庭で遊ぼう
30日（水） 　水遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

大西 大
や ま と

翔 ちゃん（５歳）
　父・寿 さん　
　母・由美子 さん　（豊内区）

　今日も良い１日だったぁ～と
　　　　　　　　　笑顔のやまと君

　 ４か月児健診

　　８月17日（木）　午前９時

　　９月21日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　８月17日（木）　午前10時

　　９月21日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　８月４日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　９月12日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　８月18日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　９月12日（火）　午後１時20分

８月・９月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
   未就学児のお子さんの

笑顔を広報紙に掲載しま
せんか？  応募期限は
毎月７日まで。

   ご応募お待ち
   しています▶

　■お問い合わせ先
　町企画課
　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　８月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

月　日 当番医 電話番号

８月６日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

８月13日 谷 田 病 院 096-234-1248

８月20日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

８月27日 荒 瀬 病 院 096-234-1161
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■
夏
休
み
特
別
企
画
「
休
館
日
の

　

図
書
室
へ
よ
う
こ
そ
！
」

　
子
ど
も
た
ち
を
休
館
日
の
図
書
室
に
お

招
き
し
ま
す
。
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
た
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ

作
り
を
し
て
、
休
館
日
の
図
書
室
で
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
静
か
に
し
な
く
て

も
い
い
図
書
室
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
！

●
日
時

　
８
月
22
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
集
合
場
所

　
図
書
室
入
口
前

●
対
象

　
小
学
６
年
生
ま
で

※
保
護
者
・
引
率
者
は
入
館
で
き
ま
す
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
８
月
10
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

その駄菓子屋は幸せと不幸のわかれ道。
駄菓子屋「銭天堂」の女主人・紅子が、
今日もお客さんの運命を駄菓子で翻弄す
る。大人気シリーズ最新刊。「ライバル
バルーン」「ごめんラーメン」など、ふ
しぎなお話全７話を収録。

遠い戦地で兵士だった時代について、腹
を割って君に話してみたい…。戦争の真
実を伝え続けて著名なベトナム帰還兵の
作家による、50 歳を過ぎて生まれた２
人の息子と、いつか去り行くこの世界へ
の、慈愛に満ちたメッセージ。

わたしが寝ている夜も、みんなのために
がんばって仕事をしている人たちがい
る。みんなの暮らしを支えているのは、
どんな人たちかな？夜間に働く人たちの
仕事を、やさしい表現で描いた絵本。働
く人へのインタビュー付き。

疲れやすい現代社会をラクに生きるに
は？小さなことを「気にしすぎ」てしま
う人に向け、気になることについての仕
組みと対策を説明し、段階別対処法を紹
介します。身近な人が気にしすぎて困っ
ている人へのヒントも掲載。

いつも食べている給食はどうやってでき
ているの？栄養士ってどんな仕事？調理
員ってどんな仕事？給食ができるまでの
現場のようすをいきいきと描いた絵本。
安全でおいしい給食が教室に届けられる
までを楽しく学べる１冊。

一般図書 児童書

くもをさがす
　西 加奈子 著／河出書房新社

ふしぎ駄菓子屋銭天堂　19
　廣嶋 玲子 著／偕成社

戦争に行った父から、愛する息子たちへ
ティム・オブライエン 著／作品社

「気にしすぎて疲れる」がなくなる本
　下園 壮太 著／清流出版

「よるのあいだに」
ハリエット・ホブデイ 絵／ＢＬ出版

給食室のいちにち
　大塚 菜生 文／少年写真新聞社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

カナダで、がんになった…。2021 年コ
ロナ禍の最中、滞在先のカナダで浸潤性
乳管がんを宣告された著者が、乳がん発
覚から寛解までの約８カ月間を克明に描
く。祈りと決意に満ちた初のノンフィク
ション。読者の心に響く１冊

図
書
室

行
こ
う
へ

▲夏休み特別企画にぜひお越しください
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■
令
和
５
年
度
甲
佐
町
学
校
人
権
教
育

　
部
会
研
修
会
を
開
催

　
6
月
27
日(

火)

甲
佐
町
町
民
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
5
年
度
甲
佐
町
学
校
人
権
教
育
部

会
「
新
規
採
用
者
お
よ
び
転
入
教
職
員
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
は
、
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会
が
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
の
解
決
に
向
け
す
べ
て
の
教
職
員
の

基
本
的
認
識
の
共
有
を
図
り
、
本
町
に
お
け

る
人
権
教
育
の
充
実
と
発
展
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
。
本
年
度
、
本
町

教
育
委
員
会
に
配
属
さ
れ
た
教
職
員
な
ど
34

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
中
林
健

次
所
長
か
ら
甲
佐
町
町
民
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
。
甲
佐
中
学
校
の
大
津

和
浩
先
生
は
、
甲
佐
町
に
お
け
る
人
権
教
育

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議

で
、「
私
と
部
落
問
題
と
の
か
か
わ
り
、
人

権
教
育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
悩
み
な

ど
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
人
権
教
育
に
関
す
る

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
学
校

人
権
教
育
を
丁
寧
に
進
め
、
差
別
を
見
抜
き
、

許
さ
ず
、
差
別
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
子
ど

も
た
ち
を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
」「
自
分

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
に

部
落
差
別
が
あ
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
り
ま

し
た
。
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

本
町
の
教
員
ら
が
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

　６月30日（金）甲佐町生涯学習センター・ホールで令
和５年度町民大学の講演会が開催されました。今回は、熊
本赤十字病院の角田隆輔副院長と髙村雅直理学療法士を講
師に迎え、住民44人が参加しました。
　角田さんは「健康寿命と運動について」、髙村さんは

「フレイルと心臓リハビリについて」と題し講演。参加者
は、健康のために毎日継続して運動することの大切さや、
要介護状態の前段階である「フレイル（健康と要介護の間
の虚弱な状態）」の段階で介護予防に取り組むことの大切
さを学びました。
　参加者は「今回の講演を聞いて、自身がフレイルに該当
すると思いました。毎日歩こうと思ってはいましたが、な
かなか行動に移せていませんでした。今日から毎日のウ
オーキングを頑張りたいと思います」と話しました。

令和５年度公民館主催講座
第１回町民大学講演会が開催

　町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～８月～

　●西谷博憲個展
　　西谷博憲さんが描いた近代芸術
　　（抽象画）を展示します。
　▶期　間　８月７日（月）～ 21 日（月）
　▶主　催　甲佐町文化協会

community learning center

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▲フレイルと心臓リハビリについて講演する髙村さん

▲本町の人権教育について説明する大津和浩先生
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■
地
域
企
業
が
児
童
に
食
育
の
場
を
提
供

　

６
月
24
日
（
土
）（
株
）
木
村
の
あ

ら
れ
甲
佐
工
場
（
芝
原
区
）
近
く
の

田
ん
ぼ
で
白
旗
小
と
乙
女
小
の
児
童

約
40
人
が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
木
村
の
あ
ら

れ
」
が
主
催
し
、
子
ど
も
た
ち
の
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
を

通
し
、
食
育
を
育
む
目
的
で
開
催
。

子
ど
も
た
ち
は
、
同
工
場
の
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
の
も
と
、
横
１
列
に
並
び
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
田
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。

■
あ
ら
れ
商
品
開
発
体
験

　

子
ど
も
た
ち
の
食
育
に
積
極
的
に

取
り
組
む
「
木
村
の
あ
ら
れ
」
で
は
、

３
年
前
か
ら
毎
年
、
白
旗
小
と
乙
女

小
と
協
力
し
て
、
あ
ら
れ
の
商
品
開

発
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
同
体
験
を
実
施
予
定
で
、

子
ど
も
た
ち
が
田
植
え
か
ら
収
穫
ま

で
携
わ
っ
た
も
ち
米
を
使
い
、
あ
ら

れ
の
商
品
開
発
に
活
用
し
ま
す
。

　

あ
ら
れ
の
販
売
は
、
町
内
の
小
売

店
な
ど
で
令
和
６
年
３
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
▲田植えを行う白旗小と乙女小の児童たち

（
株
）
木
村
の
あ
ら
れ
甲
佐
工
場
が
児
童
に

農
業
を
通
し
て
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る

　
６
月
28
日
（
水
）
甲
佐
高
校
の
１
年
生
約

30
人
が
陣
ノ
内
城
跡
や
井
戸
江
峡
交
流
拠

点
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」、
町

商
店
街
を
巡
り
、
地
域
探
究
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
同
活
動
は
、
令
和
５
年
度
熊
本
ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
ク
リ
エ
イ
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
地
域
連
携
型
）
の
指
定
を
受
け

た
甲
佐
高
校
が
実
施
。
生
徒
た
ち
が
地
域
を

巡
り
つ
つ
、
地
域
の
魅
力
を
知
り
、
地
域
の

活
性
化
に
役
立
つ
提
案
を
行
い
な
が
ら
、
自

己
の
進
路
目
標
に
結
び
付
け
る
機
会
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
や
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
す
る
熊
本
大

学
大
学
院
先
端
科
学
研
究
部
の
田
中
尚
人

准
教
授
と
同
研
究
部
の
学
生
４
人
の
協
力

の
も
と
、
12
月
に
開
催
予
定
の
熊
本
ス
ー
パ

ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
発
表
会
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
地
域
探
究
活
動
で
生
徒
た
ち
は
、

国
史
跡
「
陣
ノ
内
城
跡
」
を
散
策
し
、
町
社

会
教
育
課
の
上
高
原
係
長
か
ら
陣
ノ
内
城

の
歴
史
や
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設「
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」
を
見
学
し
、（
一

社
）
パ
レ
ッ
ト
の
松
岡
義
明
さ
ん
か
ら
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
や
自
然
体
験
を
通
し
た
学

び
「
外
育
」
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
、
真
剣
に
聞
き
入
り
、
甲
佐
の
活
性

化
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

甲
佐
高
校
と
熊
本
大
学
が
協
働

甲
佐
ら
し
さ
を
自
ら
語
る
地
域
学
習

▲陣ノ内城跡を散策する生徒たち（上）と井戸江峡交流拠
点施設「COMMON ＩＤＯＥ」を見学する生徒たち

（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 05

EnterPrise
甲佐町進出企業協議会だより

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041

▲田植え体験に参加した児童と同工場のスタッフたち
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日 月 火 水 木 金 土
７/30

 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

７/31

 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）

１
 行政区配達 
 （町総務課）
 町長選挙立候補受付
 （町選挙管理委員会）

２
 

３
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

４
 

５
 

６
 町長選挙投開票日
 （町選挙管理委員会）

７
 法律・人権・行政相談
 （町民センター）
 

８
 

９
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

10
 ＜申込期限＞
 町職員採用試験
 （町総務課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

11
 

12

13
 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）
 

14 15
 行政区配達 
 （町総務課）

16
 認知症についての
 相談会
 （町福祉課）

17
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

18
 

19

20
 

21
 心配ごと相談
 （町民センター）

22
 行政区配達 
 （町総務課）

23
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

24
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

25 26
 

27
 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

28
 口座振替日
 （町税務課）
 始業式
 （町内小中学校）

29 30
 

31
 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

９/ １

 行政区配達 
 （町総務課）

９/ ２

 

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R5.8 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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町からのお知らせ

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

■ 

任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　
65
歳
か
ら
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
老
齢
基

礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

受
取
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

は
、
保
険
料
の
納
付
期
間
な
ど
が
原
則
と
し

て
10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満

の
人
も
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
申
し
出
が
あ
っ
た
月
か
ら
の
加
入

と
な
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
任
意
加
入
を
す
る
条
件

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
が
任
意
加

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65

　
歳
未
満
の
人

②
65
歳
に
な
る
前
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

　
し
て
い
な
い
人

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納

　

付
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月(

40
年)

　
未
満
の
人

④
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
に
加
入
し

　
て
い
な
い
人

⑤
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
在
留
資
格

　
が
特
定
活
動
で
の
滞
在
で
な
い
人

■
海
外
に
在
住
の
場
合
も
加
入
で
き
ま
す

　
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
人
も
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
国
内
に
い
る
親
族

な
ど
の
協
力
者
が
本
人
の
代
わ
り
に
納
め
る

方
法
と
、
日
本
国
内
に
開
設
し
て
い
る
預
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

● 

必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は
年
金
手
帳

・
通
帳

・
金
融
機
関
へ
の
届
出
印

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
３
）

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

　令和５年２月末までにマイナンバーカードを申請された人を対象に、　　
マイナポイントの申し込みが可能となっています。
　マイナンバーカードが始まった際に作った人や、第一弾の5000ポイン
トのみもらった人も申し込み可能です。まだマイナポイントの申し込み
がお済みでない人はお早めに申し込みください。９月末より早く締切と
なる決済サービスがありますのでご注意ください。
　町住民生活課でマイナポイントの申し込みのお手伝いをしていますの
で、ご自身で手続きができない人は、ぜひご利用ください。

●マイナンバー関連の時間外窓口のご案内（予約制）
・夜間窓口　８月９日（水）・23日（水）　午後7時30分まで
・休日窓口　８月13日（日）・27日（日）　午前９時～午後１時
※休日窓口および夜間窓口は予約制です。事前の電話予約が必要ですので、平日の開庁時間に町住民生
　活課までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
　マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）　☎０１２０ー９５－０１７８
　町住民生活課　☎０９６ー２３４－１１１３（内線１０４）

マイナポイントの受け取りは今年9月末まで
マイナポイントの申請はお早めに！

詳細は総務省ホームページを
ご覧ください▶
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I n f o r m a t i o n

医療費が高額になるときは「限度額適用認定証」のご利用を

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か

■ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
は

お
早
め
に

　
甲
佐
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
令
和

４
年
度
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）
の
有

効
期
限
は
、
令
和
５
年
７
月
31
日
（
月
）
で

す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
ま

だ
令
和
５
年
度
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
が
お

手
元
に
な
い
人
は
、
簡
易
書
留
と
書
か
れ
て

い
る
黄
色
い
封
筒
が
届
い
て
い
な
い
か
確
認

の
上
、
町
住
民
生
活
課
保
険
係
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
被
保
険
者
証
の
受
け
取
り
を
希

　
望
す
る
人
は
、
古
い
被
保
険
者
証
（
世
帯

　
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
複
数
い
る

　
場
合
は
、
全
員
の
被
保
険
者
証
）
と
印
か

　
ん
、
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
遅
れ

て
い
る
世
帯
で
、
別
途
通
知
の
あ
る
人
は
、

納
付
相
談
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
の
更
新

と
な
り
ま
す
。

■ 

医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　
町
か
ら
年
数
回
配
布
し
て
い
る
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
は
、
医
療
費
控
除
の
申
告
手

続
き
で
医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
の
送
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
令
和
５
年
１
月
〜
３
月
診
療
分

　
（
令
和
５
年
８
月
送
付
）

・
令
和
５
年
４
月
〜
６
月
診
療
分

　
（
令
和
５
年
11
月
送
付
）

・
令
和
５
年
７
月
〜
10
月
診
療
分

　
（
令
和
６
年
２
月
送
付
）

・
令
和
５
年
11
月
〜
12
月
診
療
分

　
（
令
和
６
年
５
月
送
付
）

※
11
月
〜
12
月
診
療
分
は
、
令
和
６
年
５
月

　
に
郵
送
な
ど
で
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
６

　
年
２
月
か
ら
の
確
定
申
告
に
は
、
当
該
月

　
分
の
領
収
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
必

　
ず
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
再
発
行
は
で

　
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

　
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
６
）

● 医療費が高額になるとき
　国民健康保険には、医療機関などの窓口での支払いが高額となった場合、後から町へ申請することに
よって自己負担限度額を超えた額が払い戻される「高額療養費制度」があります。
　医療費が高額になるときは、「限度額適用認定証」を利用することで医療機関などの窓口での支払い
が限度額までになります。国保被保険者で「認定証」の交付を希望される人は、町住民生活課にお問い
合わせください。
　自己負担限度額は、住民税の課税状況や所得などによって異なります。世帯内の国保被保険者の資格
異動 ( 転入出、死亡、社会保険などへの加入・脱退 ) があった場合にも、自己負担限度額が変更になる
ことがあります。また、国民健康保険税を滞納していると「認定証」を交付できない場合がありますの
でご注意ください。
●８月１日（火）から「認定証」申請を受け付けます
　すでに交付している令和4年度「認定証」の有効期限は、7月31日 ( 月 ) までです。
　8月からは、前年中の所得状況などによって改めて判定します。8月1日 ( 火 ) から申請を受け付けま
すので、入院などで必要がある方は町住民生活課に申請してください。

【お問い合わせ先】
　町住民生活課　☎０９６ー２３４－１１１３（内線１０６）

詳細は町公式ウェブサイトを
ご覧ください▶
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お
知
ら
せ

管
理
者
・
連
絡
先
不
明
の

浄
化
槽
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

浄
化
槽
管
理
（
設
置
）
者
が
変
更
と

な
っ
た
と
き
は
、
町
に
「
浄
化
槽
管
理
者

変
更
報
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
家

族
・
親
族
の
住
宅
に
つ
い
て
、
浄
化
槽
管

理
者
が
ど
な
た
に
な
っ
て
い
る
の
か
確
認

を
し
、
必
要
に
応
じ
て
管
理
者
の
変
更
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
管
理
者
不
明
の
浄
化
槽
は
、
周
囲
の
環

境
悪
化
や
近
隣
住
宅
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
特
に
注
意

・
居
住
者
の
長
期
不
在
（
入
院
な
ど
）
で

　
町
や
保
健
所
、
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い

・
居
住
者
の
死
亡
後
に
手
続
き
が
行
わ
れ

　
て
い
な
い

・
別
荘
や
中
古
住
宅
、
空
き
家
な
ど
で
出

　
入
り
が
少
な
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

　
熊
本
地
方
法
務
局
お
よ
び
熊
本
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
る
「『
こ
ど
も
の
人

権
相
談
』
強
化
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
の
職
員
が
、

い
じ
め
や
体
罰
、
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の

人
権
問
題
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。
電
話
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
８
月
23
日
（
水
）
〜
29
日
（
火
）

▼
開
催
日
時

・
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
土
曜
日
、
日
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
電
話
番
号

　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
電
話
相
談
受
付
日
時

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く

▼
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

副
業
詐
欺
や
投
資
詐
欺
な
ど
に

悩
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、「
簡

単
に
儲
か
る
副
業
が
あ
る
」、「
こ
の
投
資

は
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
」
な
ど
と
う
た
っ

た
詐
欺
の
被
害
に
つ
い
て
の
無
料
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
８
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
午
後
８
時

▼
相
談
電
話
番
号
（
８
月
26
日
の
み
）

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

　
司
法
書
士　
角
田
健

　
☎
０
９
６
‐
２
０
１
‐
３
７
６
６

「
地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係
る
住
民

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め

避
難
意
識
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
人
に
ご
回
答
い

た
だ
き
た
く
、
ぜ
ひ
ご
意
見
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

※
回
答
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

※
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人
が

　
特
定
で
き
な
い
よ
う
と
り
ま
と
め
た
後
、

　
今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
危
機
管
理
防
災
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
８
１
１

大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に

さ

せ

な

い

た

め

に

　
犬
や
猫
は
、
雷
や
花
火
の
音
に
驚
い
て

逃
げ
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

迷
子
に
な
っ
た
ら
自
力
で
家
に
は
帰
れ
ま

せ
ん
。

　
大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に
さ
せ
な
い
よ

う
、
犬
は
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
猫
は
室
内

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
逃
げ
出
し
て

し
ま
っ
た
時
の
た
め
に
、
鑑
札
や
迷
子
札

を
装
着
し
、
首
輪
に
名
前
や
連
絡
先
を
記

入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
装
着
・
登
録
し
て
お
く
と
、
よ
り
安

心
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

福
祉
の
お
仕
事
、体
験
で
き
ま
す
！

　
県
で
は
、
福
祉
施
設
で
の
職
場
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
体
験
終
了
後
、
希
望
者

に
は
就
業
支
援
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
熊
本
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
対
象

　
・
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
（
小

学
生
以
上
）

・
福
祉
の
仕
事
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

●
体
験
先

　
高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者
就
労
支
援
施

設
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

　
熊
本
県
歯
科
医
師
会
は
、
お
口
の
健
康

日
本
一
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
歯
科
衛
生
士
の
専
門
的
な
力
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
熊
本
県
歯
科
医
師

会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
歯
科
医
師
会

　
☎
０
９
６
‐
３
４
３
‐
８
０
２
０

くらしの情報

町税などの滞納処分（６月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ０件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 73,713円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
６月 年累計

人 身 事 故 ２ ９

物 損 事 故 16 98

盗 難 な ど ０ ３

６月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ＋１

原 野 10 ＋２

そ の 他 12 ＋２

合 計 件 数 25 ＋５
７月15日現在

fire prevention

　９月４日（月）～15日（金）に生涯学習センター・ギャラリー
モールで、熊本都市圏の新たな３つの高規格道路「10分・20分
構想」に関するパネル展示やアンケートなど実施します。ぜひお
立ち寄りください。
　この構想は、熊本市中心部から高速道路インターチェンジまで
を約10分、熊本空港までを約20分で結ぶものです。

【お問い合わせ先】
・県道路整備課　☎096-333-2497
・町建設課　　　☎096-234-1183（内線162）

熊本都市圏10分20分構想オープンハウスを開催します

▼

「
10
分
・
20
分
構
想
」
に
よ
る

　
将
来
の
熊
本
の
イ
メ
ー
ジ
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お
知
ら
せ

空
き
巣
、
自
動
車
・
自
転
車
の

盗

難

に

注

意
！

　　
町
内
で
は
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
に
よ
る

盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
お
出
か
け
の
際
の
戸
締
り
、
自
動
車
、

自
転
車
な
ど
の
カ
ギ
か
け
を
徹
底
し
、
貴

重
品
の
置
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
、

犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　
ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ
り
果
樹

類
や
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
に
は
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬

散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
３
点
に
留
意

し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
の
容
器
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意

　
事
項
を
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の　
　

　
あ
る
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特
に
注

　
意
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除

　
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
す
る
。

③
防
除
時
は
、
水
田
の
周
辺
を
十
分
確
認

　
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か

　
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
の
お
願
い
に
つ
い
て

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど

に
損
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
樹

木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
人

は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

募
集

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る
各
種
統

計
調
査
に
調
査
員
と
し
て
従
事
す
る
人

（
登
録
調
査
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
は
、
定
め
ら
れ
た
調
査
期
間

の
中
で
、
１
日
の
う
ち
数
時
間
を
調
査
活

動
に
充
て
る
な
ど
自
分
で
計
画
し
て
進
め

農地中間管理機構を介した農地の貸し借りをしませんか

　農地中間管理機構（熊本県農業公社）は、県知事
の指定を受けて、農地を貸したい人（出し手）と農
地を借りたい人（受け手）の間に入って、農地の貸
借のお手伝いをしています。

●農地を貸したい人（出し手）
・借料は「農地バンクくまもと」が受け手から徴収
し、支払います。
・借り入れの終了期間後は、農地を返却します。
※借り入れの延長も可能です。
●農地を借りたい人（受け手）
・出し手が複数でも賃貸料の支払いは「農地バンク
　くまもと」に一本化できます。
・出し手が子どもの代に移っても、契約期間中は変
　わらず耕作できます。

　【お問い合わせ先】
・甲佐町農業委員会（町農政課内）　
　☎096-234-1176（内線153）
・熊本県農業公社（農地バンクくまもと）
　☎096-213-1237
・JA かみましき
　☎096-234-1156

■農地の貸借をお手伝いします

くらしの情報
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る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で
す
。

　
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
町
企
画
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

・
町
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
人

・
調
査
員
と
し
て
の
能
力
を
有
し
、
熱
意

　
を
も
っ
て
調
査
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

　
る
人

・
暴
力
団
員
そ
の
他
、
反
社
会
勢
力
に
該

　
当
し
な
い
人

・
選
挙
関
係
者
や
税
務
、
警
察
に
直
接
関

　
係
の
な
い
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　
　
（
内
線
２
５
１
）

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で
は
、
各

種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳

未
満
）
の
者
で
高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た

は
高
専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
お
よ
び

　
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高
卒
者

（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了
者

（
見
込
含
）

▼
試
験
日
（
１
次
試
験
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　
10
月
28
日
（
土
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
10
月
21
日
（
土
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
10
月
14
日
（
土
）

▼
受
付
期
限

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　
10
月
18
日
（
水
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
10
月
11
日
（
水
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
10
月
４
日
（
水
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇
城
募
集

　
案
内
所

　
☎
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

障
が
い
の
あ
る
人
の

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　
８
月
７
日
（
月
）
〜
９
月
29
日
（
金
）

▼
受
講
対
象

　
身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
の
障

が
い
の
あ
る
人

▼
内
容

　
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
な
ど
）
の
技
術
全
般
、
事
務
職

の
知
識
全
般
を
習
得
し
ま
す
。

▼
訓
練
期
間

　
令
和
５
年
11
月
１
日
（
水
）
〜
令
和

６
年
１
月
31
日
（
水
）

▼
経
費

　
テ
キ
ス
ト
代
１
万
３
６
４
０
円（
税
込
み
）

※
受
講
料
は
無
料

▼
訓
練
場
所

　
（
株
）
総
合
プ
ラ
ン
ト
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
神
水
１
丁
目

38
‐
11
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７

く
ま
食
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
店
を

募

集

し

て

い

ま

す

　
県
で
は
、
健
康
に
配
慮
し
た
食
事
を
提

供
す
る
「
く
ま
食
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
店
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ス
タ
ー
店
に

は
、
の
ぼ
り
旗
の
交
付
、
県
Ｈ
Ｐ
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

く
ら
し
安
全

そ
の
電
話
、
詐
欺
で
は

あ

り

ま

せ

ん

か
？

　　　

警
察
や
自
治
体
、
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
た
電
話
で
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
電
話
で
「
お
金
」
の
話
が
出
た
ら
、
詐

欺
だ
と
疑
い
、
家
族
や
警
察
に
す
ぐ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
電
話
で
指
示
さ
れ
る
ま
ま
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る
の
は
危
険
で
す
。
個

人
情
報
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
も
教
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
話
で
次
の
よ
う
な
内
容
が
出
た
ら
、

　
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う

・
保
険
料
や
税
金
の
過
払
い
金
が
戻
っ
て

　
く
る

・
金
融
機
関
と
連
携
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還

　
付
金
の
手
続
き
を
す
る

・
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が
あ
り
、
解
約
す

　
る
に
は
、
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を
購
入

　
す
る
必
要
が
あ
る

・
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
修
理
代
金

　
は
、
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
っ
て

・
ど
う
し
て
も
す
ぐ
お
金
が
必
要
だ
か
ら

　
準
備
し
て

・
友
人
（
上
司
）
が
お
金
を
取
り
に
行
く

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報
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［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

し
こ
っ
と
る

　
除
草
剤
に
も
な
ん
の
そ
の 

広
田
み
ど
り

し
こ
っ
と
る

　
親
戚
そ
う
よ
東
大
出

 

下
山　
千
恵

し
こ
っ
と
る

　
肩
で
風
切
る
新
市
街

 

志
垣　
　
光

し
こ
っ
と
る

　
あ
っ
じ
ゃ
坊
守
ァ
つ
と
ま
ら
ん 

佐
藤　
　
葵

し
こ
っ
と
る

　
何
で
ん
上う

ま手
い
人
だ
か
ら 

平
井
や
よ
い

し
こ
っ
と
る

　
親
ん
し
つ
け
が
悪
か
っ
た 

長
原　
産
賀

し
こ
っ
と
る

　
ミ
ス
に
こ
れ
ぞ
と
突
っ
込
う
だ 

光
永　
　
六

し
こ
っ
と
る

　
軍
服
は
勲
章
だ
ら
け

 

井
元
あ
ざ
み

し
こ
っ
と
る

　
発
泡
酒
な
ら
呑
ま
ん
げ
な 

日
高　
美
里

し
こ
っ
と
る

　
都
会
人
面づ
ら

ぶ
ら
さ
げ
て 

上
田　
梅
清

し
こ
っ
と
る

　
指
口
先
で
指
図
さ
す

 

中
村　
南
幸

し
こ
っ
と
る

　
先
輩
と
こ
れ
呼
び
捨
て
か 

北
川　
直
美

［
短
歌
］ 

塚
原
暁
益 

選

水
無
月
は
亡つ

ま夫
の
誕
生
日
父
の
日
と

重
ね
て
祝
う
事
も
な
く
な
り 

池
田
キ
ヨ
子

雨
に
濡
れ
雨
が
似
合
う
よ
紫
陽
花
の

青
一
面
に
今
盛
り
な
り 

吉
永
由
紀
子

田
植
終
え
日
に
日
に
の
び
る
稲
な
れ
ど

大
雨
に
泣
く
田た
び
と人
ら
多
し 

緒
方　
明
美

今
は
亡
き
父
と
母
と
の
散
歩
道

駆
く
れ
ば
二
人
の
風
を
感
ず 

内
田
乃
武
子

玉
ね
ぎ
と
や
わ
ら
か
キ
ャ
ベ
ツ
ハ
ム
添
え
て

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
い
た
だ
く
夕
餉 

赤
星　
延
子

久
し
ぶ
り
同
じ
病
の
友
と
会
い

互
い
に
元
気
よ
ろ
こ
び
合
え
り 

赤
星　
文
子

体
力
も
気
力
も
失
せ
し
こ
の
吾
に

講
座
案
内
何
時
ま
で
も
来
る 

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～葉月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

※
「
し
こ
っ
と
る
」
は
、
甲
佐
弁
で
「
威
張
っ
て
る
」、「
増
長
す
る
」、「
傲
慢
」
の
意
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【作り方】
①ボウルに調味料を全て入れ、よく混ぜ合わせ

ます。
②流水でキュウリをよく洗い両端を切り落とし、

４～５㌢に切り揃え４つ割りにします。
③熱湯で消毒した耐熱容器などに、②のキュウ

リを縦に詰め、全部並べたら、①の調味液を
流し入れます。キュウリが必ず液に浸かるよ
うに注意しましょう。

④１日置いたら完成です。
※２週間以内に食べきってください。
※つけ汁の使いまわしはできません。

10分でピクルス

　キュウリの約95㌫は水分で、ちょっと大きめのキュウリ１本食べるとコッ
プ１杯の水を飲むのと同じくらい水分補給になるってご存じですか。
　また、キュウリはカリウムが豊富で塩分を体外排泄し、血圧を下げる働き
や利尿作用でむくみの解消にも効果的です。そのほかにも、身体を冷やす働
きがあるといわれています。
　今回紹介した「10分ピクルス」を食べて、身体を冷やしつつ、水分補給
も行い暑い夏をのりきりましょう。

【材料】
キ ュ ウ リ　 ………　　　

　　　　　20㌢位を３本
酢　 ……　200～230cc
水　……………　酢の半分
砂 糖　 ……………　50 ㌘
赤唐辛子　…………　１本
粗びき黒こしょう　……　
　　　　　　　ふたつまみ
ニンニク　…………　１片

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

 

ひとの動き
６月11日（日）～７月10日（月）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・佐川　清　様　　千葉県
・馬上　喜裕様　　神奈川県
・山口　知宏様　　神奈川県
・熊本　亮　様　　愛媛県
　　　　　　　　ほか多数

▶令和５年度寄附金額合計
　  　　２億5067万円
　　　　　（６月30日現在）

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
豊　内 佐野スミ子 80 トキ江
南三箇 稻葉　龍二 80 順　子
豊　内 井芹　吉藏 96 サダ子
上早川 白石トミエ 99 トミエ
府　領 児成　孝一 84 孝　一
早　川 城　眞壽美 79 克　明
大　町 田上　悟　 95 安
田　口 布田登美子 88 善　裕
安　平 川田キミ子 95 春　一
西寒野 遠山　誠也 65 寿　雅
上早川 樋口　昭弘 82 雅　一
津志田 川田　護　 85 二　重
白　旗 渡邉サワ子 91 サワ子

ほか６人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

今月の婚姻夫婦　１組

住　所 氏　名 性別 保護者
糸　田 増田　妃

え な
那 女 涼

ほか２人　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

5
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
、
今
年
の

「
あ
ゆ
ま
つ
り
」
は
４
年
ぶ
り
に
マ

ス
ク
制
限
の
な
い
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
昨
年
行
わ
れ
な
か
っ

た
、「
子
ど
も
み
こ
し
」
の
パ
レ
ー

ド
や
「
盆
踊
り
」、「
ア
ユ
の
つ
か
み

取
り
」
も
復
活
し
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
で
に
ぎ
わ
う
甲
佐
の
夏
の
風
物
詩

が
よ
う
や
く
帰
っ
て
き
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。
私
自
身
も
、
祭
り
の
様
子

を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
べ
く
走
り
回
り
、

く
た
く
た
に
な
り
ま
し
た
が
、
祭
り

を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
撮
影
に
協

力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
夏
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
熱
中
症

や
海
、
川
、
プ
ー
ル
で
の
遊
び
に
は

十
分
に
気
を
付
け
て
夏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
志
）
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「
私
の
農
業
で
の
取
り
組
み
が
、

こ
の
ま
ち
の
田
園
風
景
を
守
る
一

助
に
な
れ
ば
」
と
話
す
の
は
令
和

３
年
４
月
か
ら
甲
佐
町
で
農
業
を

営
む
長
田
翠
さ
ん
（
25
歳
・
津
志

田
区
）。

　
両
親
が
兼
業
で
農
家
を
営
ん
で

お
り
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
あ
た
り

前
の
よ
う
に
田
植
え
や
麦
、
大
豆

の
種
ま
き
な
ど
家
業
の
手
伝
い
を

し
て
育
っ
た
と
い
う
長
田
さ
ん
。

進
路
も
農
業
関
係
の
大
学
に
進

み
、
農
業
を
仕
事
に
す
る
こ
と
は

自
然
な
流
れ
だ
っ
た
。「
大
学
で

学
ぶ
な
か
で
県
内
の
耕
作
放
棄
地

の
増
加
の
問
題
を
知
り
、
実
家
が

持
つ
余
っ
た
農
地
の
こ
と
を
気
に

掛
け
て
い
ま
し
た
の
で
こ
の
町
で

就
農
す
る
こ
と
に
は
迷
い
は
な
か

っ
た
で
す
」
と
話
す
。

　
甲
佐
町
は
園
芸
や
稲
作
が
盛
ん

で
、野
菜
農
家
が
少
な
い
と
感
じ
、

長
田
さ
ん
は
野
菜
で
の
就
農
を
決

意
。
１
年
目
は
ピ
ー
マ
ン
か
ら
始

め
、３
年
目
の
現
在
は
、オ
ク
ラ
、

ナ
ス
、
パ
プ
リ
カ
に
栽
培
品
目
を

変
更
し
た
。「
土
地
に
合
っ
た
野

菜
を
見
つ
け
る
た
め
に
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
。
う
ま
く
育
た
な
い

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
大
き
く
て
美
味
し
い
野
菜
が

採
れ
た
と
き
は
と
て
も
達
成
感
を

感
じ
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

　
長
田
さ
ん
は
、
１
年
目
は
農
協

だ
け
に
出
荷
し
て
い
た
が
、
自
分

が
生
産
し
た
商
品
に
つ
い
て
お
客

様
の
声
を
も
っ
と
近
く
で
聞
き
た

い
と
、
２
年
目
か
ら
ス
ー
パ
ー
で

の
販
売
を
開
始
し
た
。「
実
際
に

ス
ー
パ
ー
に
電
話
し
、
野
菜
を
置

い
て
も
ら
え
る
よ
う
交
渉
し
ま
し

た
。
価
格
設
定
も
自
分
で
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
最
初
の
こ

ろ
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
今
は

自
分
な
り
に
周
り
の
お
店
の
野
菜

の
値
段
や
売
れ
て
い
る
状
況
を
調

べ
、
価
格
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

野
菜
は
価
格
の
変
動
が
大
き
い
た

め
、
日
々
情
報
収
集
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
」
と
売
上
分
析
を
通
じ
、
経

営
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
個
人
事
業
主
と
し
て
収
穫
か
ら

出
荷
ま
で
全
て
の
工
程
を
一
貫
し

て
１
人
で
行
う
長
田
さ
ん
。「
こ

の
仕
事
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
私
に
合
っ
て

い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
両
親
が

近
く
に
い
ま
す
し
、
役
場
や
農
協

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
心

強
い
で
す
。
農
業
は
工
夫
次
第
で

１
人
で
も
で
き
る
の
で
、
私
と
同

じ
よ
う
に
若
い
就
農
者
や
女
性
が

も
っ
と
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
」
と
慣
れ
親
し
ん
だ
こ
の
ま

ち
の
緑
あ
る
風
景
を
未
来
へ
つ
な

い
で
い
く
た
め
に
、
長
田
さ
ん
は

こ
れ
か
ら
も
農
業
と
共
に
歩
み
を

進
め
る
。

幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
だ
田
園

風
景
を
未
来
へ
つ
な
ぎ
た
い

Kosa
Style
こうさ スタイル

ながた みどり / 令和３年４月、
23歳で就農。町内でオクラ、
ピーマン、ナス、パプリカを育
てる若手農家。

長田 翠さん
Nagata Midori

〔津志田区〕

広
報
こ
う
さ

2023
August
N
o.649

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

▲自身で育てたオクラを収穫する長田さん
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甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 奥

名
克

美
編

集
　

　
企

画
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